
平
成
二
十
五
年
度
の
熊
本
県

日
中
協
会
総
会
が
七
月
十
日
、

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
六

十
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

柏
木
明
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
来
賓
の
小
野
泰
輔
副
知
事
と
、

谷
口
功
熊
本
大
学
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
小
山
和
作
理
事
の
議
長

で
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
・

監
査
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
執
行
部
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
。
役
員
の
改
選
で
は
、
五

期
十
年
に
渡
り
会
長
職
を
務
め

ら
れ
た
柏
木
明
氏
の
ご
退
任
に

伴
い
、
新
会
長
に
米
満
弘
之
氏

（
医
療
法
人
社
団
寿
量
会
熊
本

機
能
病
院
会
長
・
総
院
長
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
米
満
弘
之
新
会
長
か

ら
「
柏
木
明
前
会
長
に
は
是
非
、

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
い
た
だ
き

た
い
」
と
柏
木
明
前
会
長
を
特

別
顧
問
に
任
命
し
た
い
と
の
発

言
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
会
場
を
隣
室

に
移
し
、
総
会
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
米
満
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
の
霍
穎

（
カ
ク
エ
イ
）
中
国
駐
福
岡
総

領
事
代
行
と
沢
田
一
精
当
会
第

二
代
会
長
・
元
熊
本
県
知
事
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

米
満
会
長
か
ら
、
永
年
協
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
柏
木
前

会
長
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
て
功
績
を
た
た
え
、
新
た

に
特
別
顧
問
と
な
っ
た
柏
木
明

前
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴

が
始
ま
り
ま
し
た
。

乾
杯
後
に
は
、
当
会
理
事
の

佐
藤
征
紀
運
営
委
員
長
が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
皇
居
で

受
賞
者
を
代
表
し
て
天
皇
陛
下

の
ご
前
で
「
御
礼
言
上
」
を
読

み
上
げ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

運
営
委
員
一
同
か
ら
お
祝
の
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
場
で
は
バ
ザ
ー
が
実

施
さ
れ
（
詳
細
は
二
面
）
、
今

期
新
た
に
就
任
し
た
役
員
や
新

会
員
、
福
岡
か
ら
参
加
の
張
晶

氏
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
、
楽

し
く
賑
や
か
な
会
員
相
互
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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熊
本
県
日
中
協
会
も
参

加
し
て
、
中
国
の
伝
統

的

な

お

菓

子

の

麻

花

（
マ
ー
フ
ァ
）
や
ワ
ン

タ
ン
ス
ー
プ
な
ど
を
販

売
す
る
予
定
で
す
。

皆
様
ど
う
ぞ
会
場
へ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◎
日
中
交
流
の
推
進
事
業

◎
会
報
の
発
行

◎
協
会
運
営
の
活
動
強
化

◎
訪
中
団
の
実
施

◎
第
32
回
・
熊
本
春
節
祝

賀
会

◎
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
へ
の
協
力

小野友道常任理事の開会の辞で総会がスタート

米満会長から記念品を受け
取る柏木特別顧問（左）

「
県
日
中
協
会
は
春
節
祝
賀
会
で

の
留
学
生
支
援
な
ど
熱
心
な
民
間

交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
感

謝
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
る
霍
穎

中
国
駐
福
岡
総
領
事
代
行



会
長
に
就
任
さ
れ
て
の
ご
感

想
は
？

会
長
に
就
任
し
ま
し
て
、
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
熊
本
県
日
中
協
会
の
成
り

立
ち
か
ら
考
え
ま
す
と
、
日
本

の
中
で
も
独
特
な
協
会
で
あ
り

ま
す
し
、
会
員
並
び
に
行
政
・

県
民
の
方
々
と
も
共
に
し
っ
か

り
取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
い
隣
国
と
の
交
流
は
最
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
の
中
国
と
の
交
流

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

二
十
五
年
前
よ
り
熊
本
県
か

ら
の
要
請
を
う
け
ま
し
て
、
広

西
壮
族
自
治
区
と
の
親
善
交
流

の
一
環
と
し
て
広
西
医
科
大
学

と
桂
林
市
衛
生
局
と
の
間
に
保

健
・
医
療
・
福
祉
を
中
心
と
し

た
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
ま
で
研
修
医
を
約
五
十

名
受
け
入
れ
、
お
互
い
の
医
療

交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
十
二
年
前
（
二
〇
〇

一
年
十
月
）
か
ら
は
、
上
海
紅

十
字
会
と
の
日
中
高
齢
者
ケ
ア

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
後
日
中
交
流
で
力
を
入
れ

た
い
こ
と
は
？

今
後
は
、
文
化
・
医
学
・
芸

術
・
教
育
・
観
光
等
に
お
き
ま

し
て
民
間
を
中
心
に
活
発
に
交

流
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

熊
本
県
日
中
協
会
の
活
性
化

に
つ
い
て

熊
本
県
日
中
協
会
の
あ
り
方

を
考
え
な
が
ら
市
民
レ
ベ
ル
で

今
後
、
女
性
・
青
少
年
の
方
々

の
積
極
的
参
加
を
促
が
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、
留
学

研
修
生
と
の
交
流
を
活
発
に
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

夢
を
お
持
ち
で
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い

私
の
夢
と
い
う
よ
り
、
熊
本

県
民
、
熊
本
市
民
の
親
善
交
流

の
願
い
を
し
っ
か
り
意
識
し
て

具
体
的
な
交
流
が
出
来
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

総
会
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
バ
ザ
ー
を
新
し
く
企
画
し

ま
し
た
。
女
性
部
会
が
中
心
と

な
っ
て
実
施
。
会
員
有
志
に
出

展
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
日
用
品

の
ほ
か
、
中
国
の
有
名
品
な
ど

多
数
集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
に

設
け
ら
れ
た
コ
ー
ナ
ー
に
は
早
々

と
会
員
ら
が
品
定
め
す
る
姿
が

見
ら
れ
、
中
国
駐
福
岡
総
領
事

館
の
霍
穎
総
領
事
代
行
や
、
王

冬
副
領
事
、
九
州
・
日
中
民
間

文
化
交
流
協
会
会
長
の
張
晶
さ

ん
も
、
安
さ
に
驚
き
な
が
ら
お

買
い
上
げ
。
見
事
完
売
し
、
売

上
金
は
十
万
円
を
超
え
ま
し
た
。

収
益
金
は
会
運
営
費
に
充
て

る
予
定
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新会長就任の挨拶をする
米満弘之会長

柏
木
明
前
日
中
協
会
会
長
の
後
を
受
け
て
会
長
に
就
任
さ
れ
た

米
満
弘
之
新
会
長
に
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
代
純
市
、
柏
木
明
、
株

式
会
社
熊
本
放
送
、
株
式

会
社
暖
、
熊
本
県
果
実
農

業
協
同
組
合
連
合
会
、
小

串
照
彦
、
崇
城
大
学
、
髙

野
正
博
、
中
尾
精
六
、
中

垣
秀
夫
、
中
野
揚
子
、
日

本
嵩
山
少
林
拳
連
盟
、
野

田
た
け
し
事
務
所
、
松
崎

幸
子
、
南
九
州
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
、

山
田
幸
美
、
米
満
弘
之

懇
親
会
場
で
行
わ
れ
た

バ
ザ
ー

中
国
の
お
土
産
品
な
ど

が
ず
ら
り



当
時
の
潮
谷
義
子
熊
本
県
知

事
か
ら
、
熊
本
県
日
中
協
会
会

長
の
話
が
あ
っ
た
の
は
、
私
が

県
医
師
会
会
長
在
任
中
の
平
成

十
五
年
三
月
頃
の
事
で
し
た
。

初
代
は
伊
豆
冨
人
熊
本
日
日
新

聞
社
会
長
で
、
第
二
代
よ
り
歴

代
熊
本
県
知
事
が
務
め
ら
れ
た

本
会
長
職
は
、
浅
学
非
才
に
し

て
そ
れ
迄
協
会
の
沿
革
・
組
織
・

運
営
等
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た

私
に
は
任
が
重
す
ぎ
る
と
固
辞

し
た
の
で
し
た
が
、
知
事
の

「
今
後
は
民
間
の
方
に
お
願
い

し
た
い
」
と
の
意
向
に
は
逆
ら

え
ず
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

十
年
一
昔
前
の
事
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
協
力
で
体
制
充
実

こ
の
十
年
を
省
み
て
、
教
え

ら
れ
得
る
事
の
み
多
く
、
あ
ら

ゆ
る
職
種
の
枢
要
の
方
々
と
の

交
流
を
通
じ
、
ま
た
関
係
行
事

に
参
加
す
る
度
に
国
際
的
な
目

で
見
、
考
え
る
機
会
を
得
た
事

は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
会
の
活
動
の
基
本
を

な
す
組
織
の
改
革
は
、
運
営
委

員
会
の
皆
様
の
一
致
し
た
ご
協

力
に
依
り
、
今
日
の
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

毎
年
盛
大
に
春
節
祝
賀
会

年
一
～
二
回
催
行
さ
れ
た
訪

中
団
の
一
員
と
し
て
、
北
京
・

上
海
を
は
じ
め
、
蘇
州
・
杭
州
・

万
里
の
長
城
・
雨
の
黄
山
・
泰

山
・
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
南
寧
・
南
京

中
山
陵
（
孫
文
の
陵
墓
）
等
、

各
土
地
で
の
意
義
あ
る
交
流
行

事
や
発
展
目
覚
ま
し
い
中
国
の

近
代
化
に
目
を
見
張
り
な
が
ら

の
楽
し
い
旅
の
思
い
出
が
、
今

鮮
明
に
甦
っ
て
参
り
ま
す
。
す
っ

か
り
恒
例
と
な
り
ま
し
た
熊
本

の
中
国
人
留
学
生
・
研
修
生
を

招
い
て
の
春
節
祝
賀
会
は
、
県

か
ら
知
事
・
中
国
よ
り
駐
福
岡

総
領
事
の
出
席
を
い
た
だ
き
年

ご
と
に
盛
大
に
な
り
、
昨
年

（
二
〇
一
二
年
）
は
節
目
の
第

三
十
回
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

年
移
り
、
協
会
も
昨
年
は
創

立
四
〇
周
年
に
当
た
り
、
十
一

月
に
は
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て

の
盛
沢
山
の
記
念
行
事
を
行
い
、

こ
の
時
期
に
在
籍
し
て
皆
様
と

慶
び
を
共
に
出
来
た
事
は
実
に

う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

体
調
に
限
界
、
ご
迷
惑
か
け

な
い
よ
う
・
・
・

以
上
思
い
出
の
一
端
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
数
年
前
よ
り
体
調
を
崩
し
体

力
の
限
界
を
知
る
様
に
な
り
、

協
会
に
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
は

と
今
期
（
五
期
十
年
）
を
以
っ

て
会
長
辞
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

役
員
は
じ
め
会
員
、
そ
し
て

県
民
関
係
各
位
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
て
の
十
年
で
あ
り
、
未
熟

な
私
が
ど
う
に
か
今
日
ま
で
会

長
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
の
も
、

皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
ご
指
導

ご
支
援
ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら

感
謝
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
事
務
万
般
に
亘
っ

て
殆
ど
独
り
で
手
際
よ
く
的
確

に
処
理
し
て
頂
い
た
青
木
則
子

事
務
局
長
の
労
を
多
と
し
、
甚

深
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

最
後
に
熊
本
県
日
中
協
会
が
、

米
満
弘
之
新
会
長
の
下
益
々
の

発
展
と
会
員
並
び
に
関
係
各
位

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
記
念
し
て

退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

日
中
の
友
好
は
永
遠
に
！

（
特
別
顧
問

柏
木
明
）
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総会懇親会で乾杯の音頭を
とる柏木明前会長

執行部案を検討する運営委員会の様子
柏木前会長（中央）の在任中に協会組織
の体制が整えられました

訪中団で世界遺産の黄山へ あいにくの雨でしたが
幻想的な風景 後列左から４番目が柏木前会長



日
中
友
好
へ
の
思
い
を
、
中

国
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
、

日
中
協
会
会
員
の
方
々
に
自
由

に
語
っ
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で

す
。県

日
中
協
会
理
事

佐
藤
征
紀
氏

私
は
歴
史
探
訪
の
旅
が
大
好

き
で
す
。
中
国
を
は
じ
め
、
世

界
各
地
に
は
そ
の
土
地
の
史
実

が
あ
り
、
自
分
の
目
で
、
耳
で

検
証
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

三
十
数
年
前
読
ん
だ
司
馬
遼

太
郎
の
「
項
羽
と
劉
邦
」
、
陳

舜
臣
の
「
中
国
の
歴
史
」
な
ど

の
中
国
の
歴
史
書
物
が
、
私
を

歴
史
探
訪
に
駆
り
立
て
ま
し
た
。

県
議
訪
中
団
の
随
行
が
切
っ

掛
けと

こ
ろ
が
夢
は
図
ら
ず
も
実

現
し
ま
す
。
県
警
本
部
警
務
部

次
長
時
に
「
県
議
会
友
好
訪
中

団
視
察
研
修
」
に
随
行
員
と
し

て
の
命
が
き
た
の
で
す
。
故
馬

場
三
則
県
議
を
団
長
に
二
十
六

名
の
訪
中
団
は
、
黄
山
、
上
海
、

西
安
、
北
京
な
ど
を
視
察
。
中

で
も
西
安
と
北
京
は
中
国
歴
史

遺
産
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
次
々

と
眼
前
に
現
れ
る
文
物
に
我
を

忘
れ
、
脳
裏
に
焼
き
付
き
ま
し

た
。「

空
海
」
に
思
い
馳
せ
る

特
に
高
野
山
の
開
祖｢

弘
法

大
師

空
海
」
が
修
行
し
た
西

安
市
南
郊
の
仏
教
寺
院
「
青
龍

寺
」
を
訪
ね
た
時
は
、
真
言
密

教
を
学
び
、
日
本
に
真
言
宗
を

開
い
た
空
海
に
思
い
を
馳
せ
、

探
訪
の
旅
を
後
押
し
す
る
礎
と

な
り
ま
し
た
。

大
き
な
思
い
出
は
訪
中
七
日

目
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
中
国

日
本
友
好
協
会
会
長
・
孫
平
化

氏
を
表
敬
訪
問
出
来
た
こ
と
で

す
。
中
国
政
府
の
ナ
ン
バ
ー
５

の
孫
会
長
は
流
暢
な
日
本
語
で

私
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。

翌
平
成
九
年
に
も
県
議
訪
中

団
に
随
行
、
三
峡
ダ
ム
を
視
察
。

こ
れ
ま
で
十
五
回
中
国
訪
問
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
空
海
」
と

「
三
国
志
」
、
著
名
な
史
実
を

訪
ね
る
旅
で
、
訪
れ
た
土
地
は

合
わ
せ
て
五
十
二
箇
所
に
の
ぼ

り
ま
す
。
中
国
の
田
舎
に
行
く

ほ
ど
人
の
心
は
優
し
く
、
開
放

的
で
親
切
な
人
た
ち
に
感
じ
ま

す
。
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
日
中
関

係
が
治
ま
れ
ば
、
旅
を
待
ち
構

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平成２５年８月５日
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県
日
中
協
会
会
長
が
柏
木

明
氏
か
ら
米
満
弘
之
氏
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
。
歴
代
知
事
の

会
長
か
ら
移
行
し
て
、
五
期

十
年
を
務
め
ら
れ
た
柏
木
前

会
長
の
ご
苦
労
に
、
た
だ
た

だ
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

組
織
の
立
て
直
し
に
懸
命

に
取
り
組
ま
れ
、
会
員
の
拡

大
や
会
活
動
の
充
実
、
総
領

事
館
等
を
通
し
て
の
日
中
交

流
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

部
会
を
設
け
、
行
動
計
画

を
練
っ
て
活
動
を
し
や
す
く

す
る
な
ど
、
前
会
長
の
手
腕

が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
機
関

紙
編
集
委
員
会
も
そ
の
一
つ
。

従
来
の
横
組
み
か
ら
縦
組

み
に
、
六
段
組
み
の
カ
ラ
ー

化
を
実
現
。
印
刷
経
費
を
捻

出
す
る
た
め
、
大
代
純
市
理

事
が
毎
回
二
口
の
広
告
を
日

中
協
会
会
員
に
お
願
い
し
て

集
稿
。
会
運
営
に
と
っ
て
大

助
か
り
で
す
。

今
年
度
の
活
動
は
す
で
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
米
満
新

会
長
の
も
と
、
事
業
計
画
達

成
に
向
け
、
会
員
一
丸
と
な
っ

て
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

弘法大師が学んだ青龍寺

上海の黄浦公演にて記念撮影
後列右から３番目が佐藤理事

三蔵法師がインドから帰国後、
寺主として過ごした大雁塔


